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特長 


■ ドルビー*1デジタル/ DTS* 2 /PCM デジタル ■ オンスク U - ンディスプレイ 
出力端モ（光: 2) 装棉 ■ 8段階の再生スピード調整機能 

■ D 1 映像出力/コンポジット出力 /S ビデオ出力 ■ ドルビーデジタル /DTS 対応日.1チャンネル 

端モ装備 ■ 3 D V 旧 TUAL サラウンド 

■ 96 kHz /24 bit D/A (デジタル—アナログ）コ ■ INTEC 吕〇已シリーズと RI 動作 

ンバーター搭載 ドルビーラボラト I 」ーズか S の実施権に基づき製 

■ ビデオ CD 対応 造されています。ドルビー、 Dolby、Pro Logic 

■ 27 MHz / 1 Obit ビデオ D/A (デジタル-アナ 及びダブル□記哥ホ、ドルビーラボラト U — ズの商 

□グ）コンバーター搭載 標でず。 

■ U モコンで簡をにメニュー操作びできる CUR - 《2本機はデジタル'シアター'システムズ社からの 

SOR/ENTER ボタン ライセンスに基づさ製造されています。 

" DTS’’、"DTS □间 tal Surraund " は、デジタ 
ル' シアター' システムズ社の商標です。 



ご使用の前に巧の付属品びそろっていることをお確かめください。 （） 内の数字は数量を表しています。 


• 才ーデイオ用ピンコード (1) • ビデオ用ピンコード (1) 
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• 取扱説明書(本書 1) 
• 保証書 ( 1 ) 




オーディオ機器の正しい使いかた 



才ーデイオ機器を安全にお使いいただ < r こめ、ご使用の前に必ずお読み < r ごさい 


を表示について 

I この「取扱説明書」および製品への表示では、製品をを全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
おをしています。 

その表示と意巧は次のよラになっています。内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださし、。 



給表巧の例 

I A A 記号はま意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるわのです。 

\ 図の中に具体的なを意内容（左図の場合は感電ミ主意）が描かれています。 


0記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場含は分解禁止）が描かれてい 
ます。 

を 参記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中やお傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜からおいてください）び描かれています。 







A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 



A© 

電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 


♦ 万一、煙が出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のま 
ま使用すると、火災•感電の原因となります。すぐに本機の電源 
プラグをコンセントか5巧いてくださし、。 

煙び出なくなるのを確認して、販売闻こ修理を依頼してください。 


■絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない- 

♦ 本機の裏ぶにカバーは絶対にはずさないでください。 

内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因となります。内部の 
点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦ 本機を分觸改造しないでください。火災•感電の原因となります。 

■ 100 VLU 外の電圧で使用しない- 
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♦ 本機を使巧できるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧（交流1日0ボルト） L 处外の電圧や船舶などの 
直流 （ DC ) 電源には絶対に接続しないでください。火災•感電の 
原因となります。 


■放熱を巧げない 


0 


本機の通風孔をふさげないでください。通風孔をふさぐと巧部に熱び 

こもり、火災の原因になることびあります。本徽こは内部の温度上昇 

を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてあ0ます。 

次の点に気を付けてご使用ください。 

♦ 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

♦ 本機を、専用ラック];(外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭い 
所に巧し込んで使用しないでください。 

♦ テーブルク□スをかけたり、じゅラたん、巧団の上に置いて使用 
しないで < ださい。 

♦ 本機を設置する場合は、壁から 10 cm し: LL の間隔をおいてくださ 
し、。また、放熱をよくするために、他の機器との間は、かし離し 
て置いてください。ラックなどに入れるとさは、機器の天面から 
2 cmL ： LL 、 背面か5日のすきまをあけてくださし、内部 
に熱びこわ0、火災の原因とな0ます。 


■ 水のかかるところに置かない- 

• 風呂場では使用しないでください。火災•感電の原因となります。 

使巧禁止 


0 #本機は屋内専用に設計されています。城5さないよラにごを意く 
ホ；=5れ^± ださし、。 内部に水び入ると、火災•感電の原因とな0ます。 
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A 警告 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦ 本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器やルさな金属物を置かないでください。こぼれて中に 
入った場含、火災•感電の原因とな0ます。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦ 本機の通風孔やディスク挿入口などか5金属類や燃えやずいちのな 
どを差し込んだな落とし込んだりしないでください。火災•感電の原 
因とな0ます。特にお子様のいるご家庭ではごま意くださし、。 


■ 中に水や異物が入った S 


電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 


♦ 万一、機器の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源 
プラグをコンセントか5抜いて販売ちにご連絡ください。 



■電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


♦ 電源コードび傷んだ5 (お線の露出、断線など），服売店に交換を 
ご■(衣頼ください。 

そのまま使用すると火災-感電の原因とな0ます。 


0 


♦ 電源コードの上に重いちのをのせた0、コードが本機の下敷にな 
らないよラにしてください。コードに傷びついて、火災•感電の 
原因となります。コードの上を敷物などで覆うことによ0、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまラことがあ0ますので、ごを意 
ください。 

♦ 電源コードを傷つけたり、加工した0、無理に巧げたり、ねじっ 
たり、引っ張ったり、加熱した0しないでください。コードが破 
損して火災-感電の原因とな0ます。 


■ 電源コンセントにはオーディオ機器必外接続しない 


0 


♦ 本機の電源コンセントはオーディオ機器専用です。表示された定 
格政内でご使巧ください。表示された定格政上の機器やへヤード 
ライヤ ー、 電気こたつなどの発熱器具、オーブン-レンジなどの 
調理器具は絶対に接続しないでください。乂災-感電の原因にな 
ります。 
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A 警告 


■落としたり、破損した状態で使用しない 



A© 

電源プラグをコンセント 
から抜いて<ださい 


♦ 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場 
合には、そのまま使用しないでください。火災•感電の原因とな 
0ます。電源プラグをコンセントか5巧き、必ず販売店にご相談 
<ださい。 


■雷び鳴りだしたら機器に触れない 



接轴禁止 


♦ 雷び鳴りだした5、電源プラグには触れないでください。感電の 
原因となりまず。 


■ 乾電池を巧電しない 


0 


♦ 乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれにより 
火災-けがの原因となります。 


A ミち意 


■ 設置上のミ主意 


0 


♦ 強度の足りない台やぐらついたり、傾いたりした所など、不安定 
な場所に置かないでください。落ちたり倒れたりして、けびの原 
因となることがあ0ます。 

♦ 本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでくださ 
し、倒れたり落下して、けがの原因となることびあります。 

♦ 本機の上に1日 k 夏 政上の重いものや外枠からはみ出るような大き 
なちのを置かないで<ださい。バランスびくずれて倒れたり落下 
して、けがの原因となることがあ0ます。 


■ 次のよラな場所に置かない 


0 


♦ 調理台や加湿器のそばなど油煙や';易気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。火災-感電の原因となることびあります。 

♦ 湿気やほこ0のをい場所に置かないでください。火災•感電の原 
因となることびあ0ます。 


■ 接続について 


A 


♦ 本機を他のオーディオ機器やテレビ等の機器に接続する場合は、 
それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続して 
ください。また接続は指定のコードを使用してください。指定1;( 
外のコードを使用したり]—ドを延長したりすると、発熱し、や 
けどの原因となることがあ0ます。 
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A ま意 


■ 使用上のミ主意 


A 


♦ お子様びディスク挿入□に手を入れないよラにごミ主意くださし、。 
けがの原因となることがあります。 


指をはさまれない 
よラにを意 

♦ 本機に乗ったり、ぶ5下がった0しないでください。特にお子様 
にはごを意くださし、倒れた0、こわれた0して、けがの原因と 
なることげあります。 


0 


♦ ひび割れ、変お、または接着剤などで補修したディスクは、使用 
しないでください。ディスクは機器内で高速回転しますので、飛 
び散って、けびの原因となることびあ0ます。 

♦ レーヴー光源をのぞを込まないでください。レーヴー光び目に当 
たると視力傷害を起こすことげありまず。 



♦ キャッシュカード、フ n ッピーディスクなど、磁気を利用した製 
品を近づけないでください。 

磁気の影響で製品び使えなくなった0、データび消失することび 
お0ます。 


■電源コード、電源プラグの注意- 

♦ 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶 
けて、火災•感電の原因となることびあります。 

0 m 城れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因 

となることびあります。 

♦ 電源プラグを抜<とさは、電源コードを引っ張5ないでくださ 
し、コードび傷つを、火災•感電の原因となることがあ0ます。 
必ず、プラグを持って巧いて<ださし、。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災 
の原因となることがあ0ます。 


♦ 旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントからおいてください。火災の原因と 
なることびありまず。 

♦ 移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントか5巧き、機器 
間の接続コードなど外部の接続コードをがしてか5行って<ださ 
し、コードび傷つき、火災•感電の原因となることびあります。 


虑 

電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 
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A ま意 


圆電池について 



A 


♦ 電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス+とマイナス 
一の向さ）にミ主意し、表示通0に入れてください。間違えると電 
池の破裂、液われにより、火災、けびや周囲を巧損する原因とな 
ることがあ0ます。 


0 


♦ 指定 L が!の電池は使用しないでください。また、新しい電池とち 
い電池を湿だて使用しないでください。電池の破裂、液われによ 
0火災、けびや周囲の汚損の原因となることびあります。 

♦ 電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでくだ 
さい。電池の破裂、液われにより、火災、けがの原因となること 
びお0ます。 


■点検-工事について 


お 

電源プラグをコンセント 
からおいて<ださい 

A 


♦ お手入れの際は、ま全のため電源プラグをコンセントか日抜いて 
行ってください。感電の原因となることがあ0ます。 


♦ 使用環境にもよりますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談ください。 

本磯の内部にほこ0がたまったまま、長い間掃除をしないと火災 
や故障の原因となることがあ0ます。特に湿気のをくなる梅雨期 
の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等につい 
ても販売店にご相談ください。 

♦ 電源プラグにほこりがたまると自然発火（トラッキング現象）を 
起こすことび知5れています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
りを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 


♦ シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでく 
ださい。塗装びはげたり変形することびあります。 



♦ 表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に巧を浸し、固く絞って拭 
き取ったあと、乾いた巧で拭いてください。 

化学ぞラさんなどお使いになる場合は、それに添付のま意書をな 
どをお読み < ださい。 


公 音のエチケット 

楽しい音楽ち、時間と場所によっては気になるちのです。 

隣近所への配慮を十分しましよラ。特に静かな夜間には窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用 
になる のを一つの 方法です。 

お互いにわを配り、快い生活環境を守りましょう。 
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使用できるディスクについて 


再生できるディスク 


本取扱説明書の内容について 


本機は下記のディスクを再生ずることびできます。 
□ VD ビデオ、ビデオ C □、音楽用 CD に DDA ) 、 CD - R / CD-RW 


画图醒! 


山 GITAL 凸 UDIO 


□ COMPACT * 口。口 "PACT 

团帽恒咖昼恒 


DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

I も■ムリ •lii.ra IReWritabie) 


CD - R / CD - RW ディスクの再生について 

本機は音楽 CD フォーマット、ビデオ CD フォーマッ 
卜、または MP 3 の音楽データび記録された CD-R 
/ CD - RW ディスクを再生することびできまず。 
詳しくはレコーダーの取扱説明書をご覽ください。 
CD - R / CD - RW ディスクについてのごま意 
-フアイナライズ済みのディスクのみ再生でさます。 
-マルチセッションには対応していません。 

-録音時間び極端に短いディスクの場合、正しく 
再生できないことびあります。 


この取扱説明書は、本機の基本的な操作のしかたを 
説明しています。 DVD ビデオ、ビデオ C □は、ディス 
ク制作をの意図により再生状態び決められているこ 
とびあります。本機はディスク制作者び意図した内 
容にしたびって再生を行うため、操作したとおりに動 
作しないことびあ0ます。再生ずるディスクに付属の 
説明書ちご覧ください。 

ボタン操作中にテレビ画面に「四」び表示されること 
びあ0ます。「四」び表示されたとさは、本機わしくは 
ディスクびその操作を禁止しています。 

と^ りマー クについて 

は DVD ビデオの操作に関する説明です。 
(3^ はビデオ CD の操作に関する説明です。 

(3^ は音楽用 CD に関する説明です。 



リージョン番号（再生可能地域番号）について 

DVD ビデオによって J 」ー ジョン番号び指定されて 
いるちのびあります。 U —ジョン番号はそのディスク 
を再生できる地域を限定ずるもので、日本は U —ジョ 
ン番号「2」び指定されていまず。 

U —ジョン番号び指定されたディスクにはそれを表わ 
ずマークびプリントされています。本機では！;(下のマ 
ークのついたディスクを再生ずることびできまず。 

がこは® 


これ U * (がの U —ジョン番号マークのついたディスクを 
再生しようとずると、再生できない旨の表示び画面 
にでます。 



ビデオ CD について 

本徽ま P 目仁付きビデオ CD りくージョンを 0) に対応 
しています。 （ PBC [ま 、 Playback Contr 日 I の略で 
す。）ディスクによって、2種類の再生を楽しめます。 
PBC なしビデオ CD (パ’ージョン 1.1) :音楽巧 CD と同 
じように操作して、音声と映像徊懷)を再をできます。 
PBC 付きビデオ CD (パ’ージョン 2.0) : P 目 C なしのビ 
デオ CD の楽しみかたに力にて、テレビ画面に表示され 
るメニューを使って、対話型のソフトや検索機能のある 
ソフトを再生でをます（メニュー再生）。この取扱説明 
書で説明されている機能び働かない場含びあ0ます。 


コピー防止について 

本機はアナ□グコピー防止システムに対応しています。 
ディスクによっては、コピー禁止信号びはいっている 
ものびあり、そのようなディスクを本機で再生してビ 
デオデッキで録画してち、コピー防止システムび働い 
て正常に録画されません。 


著作権について 

ディスクを無断で複製、放送、上映、有線放送、公開演 
妻、レンタル馆償、無償を問わず）することは、法律 
によ0禁止されています。 

本機は、合衆国特許権と知的所有権上保障された着 
作権保護技術を搭載しています。この著作権保護巧 
術の使用はマク□ビジョンコーポレーションの許可び 
必要であり、マク□ビジョンコーポレーションの許可 
なしでは、一般家庭用または他のかぎられた視聴用 
だけに使用されるよラになっています。改造または 
分解は禁止されています。 
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使用できるディスクについて 



ディスクについてのごま意 

ノ \ート形やノ I 角形など特殊形状のディスクは使用し 
ないでください。機械の故障の原因になることびあ 
0ます。 



パソコン用の CD - R 日 M など音楽用ではないデイス 
クは使用しないでください。異音の発生などで、ス 
ピーカーやアンプの故障の原因とな0ます。 


■ 取り扱いについて 

演奏面（印刷されていない面）に触れないよラに、両 
端をはさむよラに持つか、中央の巧と端をはさんで 
持ってください。 


レーベル面 

^-演奏面 



■ お手入れについて 

ミちれにより信号読み取りび低減し、音質び低下する 
場含びあります。巧れている場合は、演奏面につい 
た指紋やホコ U を柔らかい布でディスクの巧周か5 
外周方向へ軽く拭いてください。 



巧れびひどい場合は、柔らかい巧を水で浸し、よく 
絞ってか日';ちれを拭き取 D 、 そのあと柔らかい布で 
水気を拭き取ってください。 

アナ□グレコード用スプレー、帯電防止剤などは使 
用でさません。また、ベンジンやシンナーなどの揮発 
性の囊品は表面び侵されることがあ0ますので絶対 
に使用しないで<ださい。 

■ 保管上の注意について 

直射日光のあたる場所、暖房器具のおくなど、温度 
び高くなるところや、極端に温度の低い場所はさけ、 
必ず専用ケースに入れて保管してください。 


演奏面はもちろんレーベル面に紙やシールを貼った 
0、艾字を書いたりしないでください。また、さずな 
どをつけないよラにして < ださい。 

X 




■ レンタル CD のま意について 

CD にセ□八ンテープやレンタル CD のラベルなどの 
の D びはみ出した0、剥びしたあとびあるをのはお使 
いにな5ないでくださし、。 CD び取り出せなくなった 
D 、 故障する原因となることびあります。 

■ 8 cm 用 CD アダプターは使用しないでください。 


結露について 

本機を冷えた所から暖かい部屋に持ち込んだり、 
寒い部屋をストーブなどで急に暖めた場合、本機 
の内部に水滴びつくことびあります。これを結露 
と言います。そのままでは正常に動かないばかり 
ではなく、ディスクや部品も痛めてしまいます。 
結露している場含は、電源を入れて1〜2時間放 
置してからご使用ください。また、本機をご使用 
にな5ないとさは、ディスクを取り出しておくこと 
をおすすめします。 
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リモコンの使い方 


■ 本機付属のリモコン （ RC -464 DV ) 




お知5せ 

-種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しないでください。 

-長期間 U モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐために電池を取り出しておいてください。 

-寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐食によりリモコンをいた故ることびあります。リモコン 
操作の反応び悪くなったとさは、ただちにちい電池を取り出して2本とも新しい電池と交換してください。 

-電池の交換時には、単3型をご使用ください。 


リモコンの使い方 

本機の U モコン受光部に向けて操作してください。 R -8 日己 TX または A - 目日已 TX に付属の U モコン 


( RC -456 S ) で本機を操作するときは、リモコン 
を R -80 曰 TX または A -9 日已 TX の受光直 IM こ向けて 



お知5せ 

-リモコン受光部に日光やインバーター堂光打などの強い光を直接当てると正しく動作しないことがあります。 

-赤外線を使った機器の近くで使用したり、他のリモコンを併用すると誤動作の原因となります。 

- U モコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタンび巧し続けられた状態になり、電池び消耗 
してしま5ことびおります。 

-オーディオラックのドアに色付きガラスを使っていると、 U モコンび正常に機能しなしにとびあります。 

- U モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると操作でさません。 


































翻の名称 








































































































































































































各部の名称 


[] 巧の数字は、参照ぺージを示しています。香部の 
働さについては参照ページをご覧ください。 


前面パネル I 

① STAND 日 Y インジケーター [21] 

スタンノ くイ状態のとさに点巧します。 

③ STANDBY/ON ボタン [21] 

スタンノ (イ状態と電源オン状態を切り換えます。 

③ ディスクトレイに 3] 

@ ■ボタンに 4] 

ディスクの再生を止めます。 

⑤ A ボタン[吕 3] 

ディスクトレイを開閉するとさに押します。 

⑥ 3D V旧 TUAL ポタン [38] 

3□バーチ村レヴラウンドに切り換えるときに巧します。 

③ ►ボタン[吕 3] 

ディスクを再生します。 

® D 旧 PLAY ボタン [37] 

ディスクの情報を表示します。 

@表示部 

庭） ►/H インジケーター 

再生中または一時停止中に点なします。 

⑥ ディスク（種類）インジケーター 

挿入されたディスクの種類を表示します。 
© TITLE インジケーター 

タイトル番号を表示ずると却こ点口します。 
® PBC インジケーター 

ビデオ CD を P 目 C ちをしているときに点丹します。 
⑥ 3D インジケーター 

3 D V 旧 TUAL サラウンドで再生していると 
きに点灯します。 

© PAL インジケーター 

PAL 映懷を出力しているときに点灯します。 
© アングルインジケーター 

複数のアングレび記録された場面を再生し 
ているときに点灯します。 

® RANDOM インジケーター 

ランダム再生しているときに点なします。 
© CHAP 下 ER/ 下 RACK インジクーター 
チャプター/トラック番号を表示するとさに 
点なします。 

@ MEMORY インジケーター 

^モ U —再生しているとをに点なします。 


® リピートモードインジケーター 

U ピート再生してしぶときに点'なし、リピート 
モードを表示します。 

© REMAIN/TOTAL インジケーター 

経過/残量時間を示します。 

( 0 ) を目的表示部 
® リモコン受光部 [11] 

⑩ H ボタン[吕 4] 

映像や音青を再生中に押すと、映像が静止画に 
な0、音青び一時停止します。 

® !◄◄/►►! ボタン [30] 

DVD ビデオ、ビデオ CD 、 CD のチャプター/卜 
ラックを前後に飛びこします。 


。を面パネル _ J 

⑩ VIDEO OUTPUT VIDEO 端子 [16-18] 

® VIDEO OUTPUTS VIDEO 端子 [1 白- 18] 

频 VIDEO OUTPUT D1 端子 [1 色] 

® ANALOG OUTPUT 己. 1 CH 端モ [18、20] 
® ANALOG OUTPUT 2 CH 端子 [16-18' 吕 0] 
⑩ DIGITAL OUTPUT OPTICAL 端子 [19] 

® Rl 端子 [17、18] 

RI マークの付いたオンキヨー製 AV アンプなどに 
つないで、 AV アンプなどの U モコンで本機を操作 
でをます。付属の R I ケーブルを使って、本機の R I 
端子と AV アンプなどの RI 端子を接続します。 
RI ケーブルで接続した場合わオーディオ用ピン 
コードは必ず接続してください。 

@電源コンセント [18] 

他のオーディオ機器の電源コードを接続することび 
でをます。本機の電源コードを壁コンセントにつな 
いでいれば、本磯び電源オフの状態でを本磯の電源 
コンセントは通電しています。 

電源コンセントに接続する機器の消費電力の合計び 
10日 W を超えないよラにして < ださい。 

本機の電源コンセントは極性の管理がされていま 
ず。他磯の電源]-ドの白いラインなどの目印側を、 
本磯の電源]ンセントのにい方（⑩マーク側）に含ね 
せて接続してください。他機の電源コー问こ極性表 
おがなし'!場をは、どち日を接続してもかましなせん。 
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[] 内の数字は、参照ページを示しています。鲁ボタ 
ンの働さについては参照ページをご覧ください。 

〔リモっン RC -464 DV I 

① ON ボタン [21] 

電源をオンにします。 

② STANDS 丫ボタンに 1] 

スタンバイ状態にしまず。 

③ ANG にボタンに 4] 

DVD ビデオのアングルを切り換えます。 

④ TOP MENU ボタン [2 白、 28] 

DVD ソフトの最上層のメニュー画面を表示します。 

感 ▲/▼/◄/ ►ボタンに6、28、40、 42] 

設定項目を選択するとさ、力ーソルを上下左ち 
に動かします。 

(D RETURN ボタン [42] 

設定画面び表示されているとさに巧すと、1つ 
前の項目に戻りまず。 

③ PAUSE ■■ボタン [24] 

映儘や音声を再生中に押すと、映像が静止画に 
な 0、 音声び一時停止します。 

® STOP ■ボタンに 4] 

ディスクの再生を止めます。 

CD FR/FF ィ ◄/ ►►ボタンに已] 

映儘や音声の早送り/早戻しをします。 

® 数字ボタンに白、28-30、32、 40] 

見たい/聞をたい場所を探すとさ、音舌や字幕を選ぶ 
とさ、メニ:!一画面で項目を選ぶとをなどに押します。 


⑩ RANDOM ボタン[33、41] 

ビデオ CD、CD または MP3 のトラックをランダ 
ムに再生します。 

® REPEAT ボタンに]、 41] 

DVD ビデオのタイトル/チャプター、ビデオ 
CD、CD のトラック/ディスク全体、 MP3 のフオ 
ルダ/ファイルを繰り返し再生しまず。 

⑩ OPEN/CLOSE A ボタンにご、 24] 

ディスクトレイを開閉するとをに押します。 

@ SUBTITLE ボタン [3 曰] 

DVD ビデオの字幕言語を切り換えます。 

© AUDIO ボタンに 6] 

言語または音声を切り換えます。 

® D 旧 PLA 丫ボタン [37] 

ディスクの情報を表示しまず。 

⑩ MENU ボタンに巨、 28] 

DVD ビデオのメニュー画面を表示します。 

⑩ ENTER 7 n ^ V [26、28-30、40、42] 
設定した項目を実行します。 

@ SETUP ボタン [42] 

設定画面を表示ずるとさ、終了ずるときに押します。 
@) PLA 丫 ►ボタンに 3] 

ディスクを再生します。 

@ UP/DOWN [◄◄/►►I ボタン ロ〇] 

DVD ビデオ、ビデオ CD、CD のチャプター/卜 
ラックを前後に飛びこします。 

感 SLOW +/- ボタンに引 

DVD ビデオ、ビデオ CD をス□-再生しまず。 
© CI_EAR ボタンに 2] 

メモリーしたトラックを消去するときに押します。 
@ SEARCH ボタンに8、 30] 

タイトル/チャプター/トラックを指定して再生する 
ときや経過時間を指定して再生ずるときに巧します。 
透） MEMORY ボタンに2、 41] 

フオルダー/トラックをメモリーするときに押します。 
麵 A-B ボタンに]] 

選んだ部分だけを繰り返して再生ずると讶こ}甲しまず。 

@ 3D V旧 UAL ボタンに 8] 

3□バーチ村レヴラウンドに切り換えるときに巧します。 

INTEC20 已シ U —ズ/\-9日已 TX または R-80 已 TX 
に付属の IJ モつン （RC-4 已 6S) または ED-2 日已に 
付属のリ亡コン (RC-394S) で本磯を操作すること 
わ S で定ます。 U モつン RC-4 已目 S または RC-3 白 4S 
の各部の名称と働きは、 A- 目日已 TX/R-8 日已 TX また 
は ED-2 日日の取扱説明書をご覧ください。 
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システム接続の流れ 


■ INTEC 吕〇己シリーズ R -805 TX (チユーナーアンプ）、 ED -205( AV サラウンドプ 
□セツサー)と接続する場合 


システム接続のしかた 

( INTEC 20 已シ1」ーズの接続) 


時 I 


本取扱説明書の1 7-1 S ページをご覧ください。 


INTEC 20 已シ U - ズの組み合わせでご使用になると、次のシステム機能を使うことびできまず。 


才ートパワーオン 

本機の電源をオンにしたり再生を始めるとアンプの電源び自動的にオンになります。また本機を使用し 
ないときは本機のみの電源をオフにすることびできます。 

巧主焉 

R -8 日已 TX のエナジーセーブ中は、才ートノの一機能は動作しません。 

R -8 日已 TX と接続して、 R -8 日已 TX のエナジーセーブ機能を働かせている場合、本機の電源 
( STANDBY / ON ) ボタンを押しても電源は入りません。再度電源を入れるには R -8 日日 TX 側の電源 
( STANDBY / ON ) ボタンを押してください。詳しくは R -8 日日 TX の取扱説明書をご覧ください。 

\_ J 


ダイレクトチェンジ 

本磯の►対甲すとアンプの入力び UNE / DVD に切り換わ 
ります。また、 ED -2 日已の入力び MULTI CH INPUT また 

は LINE (前回選択された入力）に切り換わります。 

V_ y 


、 I 言羊し<は A - 曰〇已 TX / R -80 曰 TX 
または ED -20 己の取扱説明書を 
ご5んください。 _ 

( \ 

詳しくは本耽巧説明書の39ぺージ 

および T -40 巳 TX / R -8 日已 TX の 
I 取扱説明書をごらんください。^ 

ごを意 

- DV - S 2 日巳 TX から CDR -2 日已 TX / CDR -20 已 X への シグナ J レシンク□録音はでさません。 

- CD 政外のディスクは正しく録音できません。 

- A - 目〇已 TX (アンプ)と T -40 已 TX (チューナー)の組み合わせでも、上記と同じシステム機能ははた5さ 
ます。ただし A -9 日已 TX のを電源スイッチ ( POWER ) び切 ( OFF ) になっていたり各機器の接続び正し 
くないとオートノ（ワー機能は動作しません。オートノのーオン機能を働かせる場合は、 A -90 已 TX のを 
電源び入 ( ON ) になっていることおよび各機器び正しく接続されていることを確認してください。 


リモコン操作 

A -9 日己 TX / R -8 日已 TX または ED -20 己に付属 
の U モコンで本機を操作することびでさます。 

\_/ 

( N 

タイマー操作 

タイマー演奏びでさます （ CD のみ）。 

V _/ 
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テレビに D 入力端子があるとき 

D 入力端テ接続をすると、 S ビデオ接続よりさ日によ 
い画像を得ることびできます。 

テレビに D 入力端子がないとき 

テレビに S ビデオ端テびあるときは、 S ビデオ端テ接 
続をしてください。通常のビデオ接続よ0ちよい映 
像び得5れます。 


オーディオ用ピンコード 

音靑入力端子へ 


S ビデオコード 

S ビデオ入力端 テへ 



オーディオ用ピンコード 

音声入力端子へ 


L(a)i 


R (ホ） 


2チヤンネル入 
力のあるアンプ 


2チャンネル音声入力端子のあるアンプ 
と接続ずる 

2チャンネル入力のあるアンプに接続すると、テレビ 
よりちよい音声び得られまず。 

本機の『音声出力』を 『 PCM 』 にしてください 
(庭=44ぺージ）。 




接続 


接続する前に 

-接続するテレビの取扱説明書ち参照して<ださい。 
-接続するときは、テレビの電源を切り、電源コー 
ドをコンセントか5抜いてください。本機の電源 
コードはまだ接続しないでください。 

-本機はテレビと直接接続してください。ビデオ 
デッキなどを経由してテレビと接続した場含、コ 
ピープ□テクトされたディスクを再生すると画像 
び歪みます。 


-プラグは契までしっかり接続してください。 

-接続したテレビに合わせて、本機の設定メニュー 
(■^42ページ）で映像を設定してください。 

-テレビやモニターによっては再生時の色の濃さ 
(カラーレベル）びわずかに薄くなったり、色合い 
(ティント）び変わったりずる場合げあります。こ 
の場をは、テレビやモニターを調節して、ベストな 
状態にしてください。 


D 難中 

DAd 節中 ^ 


作’； r 巧代。乂 U — 下 
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接続 


接続する前に 

-接続する機器の取扱説明書わ参照してください。 
-接続するとさは、接続するすべての機器の電源を 
切り、電源コードをコンセントか5抜いてください。 
本機の電源コードはまだ接続しないで < ださい。 

- RI ケーブルを使って R -8 日己 TX / ED -3 日己と接 
続ずると、 R -8 日曰 TX / ED -2 日己の U モコンを 
使って本磯を操作することびでさます。またこ 
の場含、図のよラにオーディオ用ピンコードわぶ、 
ず接続してください。 


- RI 端テの上下2つの端テの働きは同じです。ど 
ち5にわつなげます。 

-プラグは輿までしっかり接続してください。 



INTEC 20曰シ U -ズ R -80曰 TX 
(チューナーアンプ）との接続 


本機の『音声出力』を 『 PCM 』 にしてください 
(廊44ページ）。 


R-805TX 
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接続 
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接続 


本機を市販のアンプに接続することで、高音質でダ 
イナ S ックな音声を楽しむことびでさます。 

ドルビーデジタルサラウンド、 DTS サラウンド音声を 
再生するとさは、それぞれのデコーダーび備わってい 
るアンプとデジタル接続するか、マルチチヤンネル入 
力端子のあるアンプと接続する必要びあります。 


接続する前に 

-ビデオ切り換え付きのアンプをご使用の場含は、 
映儘信号はアンプを通してモニターに出力する 
よラにしてください。 

-光入力端子には、保護用キャップび取り付け5れ 
ています。接続のとさはこのキャップを取り外し 
てください。端テを使用しないときは、キャップ 
を元どお0に取り付けてください。 



デジタル端子のあるアンプと接続ずる 

接続したアンプの種類に合わせて、本機の設定メ 
ニュー（唆42ページ）で『音声出力』（腐 '44 ペー 
ジ）を変更してください。 

この設定変更は、2日ぺージまでの手順をすべて終 
了させた後で、行ってください。 

■ ドルビーデジタル、 DTS のいずれかのデコーダ 
一び備わっているアンプと接続したとさ 
-『音声出力』を『ビットストリーム』にしてく 
ださい。 


■ 上記のどの デコーダーも 備わっていない （2 
チャンネルデジタルステレオタイプの）アンプ 
と接続したとさ 

-『音声出力』を rpcMj にしてください。 

警告 

『音声出力』を誤って『ビットスト u- ム』に設 
定しないでください。大音量び出て聴覚やス 
ピーカーを損傷する恐れびあります。 


卜 

© 

C 

S VIDEO 

©J 

era 

」 

VIDEO 

OUTPUT 


- *1 


CENTER 

© 


© 


SURR FRONT 2 州 


國轉 


DIGITAL 

OUTPUT 


◎ 


I 光デジタルケーブル 

デジタル（光)入力端子へ 


-ドルビーテジタル / DTS 
デコーダーのある アンプ 
• 吕チャンネルデジタルステレオ 
アンプ 


T r 
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接続 


5.1 チャンネルアナ□グ入力端子のあ 
るアンプと接続ずる 

ANALOG OUTPUT 己.1 CHiS テか 5 DVD ビ 
デオソースのマルチチャンネル音青を出力しま 
ず 。 ANALOG OUTPUT 已 .1 CH FRONT 、 
SURR (サラウンド)、 CENTER、SUBWOOFER 
端テと AV アンプのマルチチャンネル音声入力端 
テを接続します。 

本機の『音声出力』を『ビットストリーム』にしてく 
ださい（■^44ぺージ）。 

アナ□グ録音時など、2チャンネル出力を使ラとき 
はオーディオ用ピンコードを使って 、 ANALOG 
OUTPUT 2 CH 端テとアンプの音声入力端テを 
接続し、『音声出力』を 『 PCM 』 にしてください 
(臨44ぺージ）。 


お知5せ 

-正しく再生できるよラに、本機と接続したチヤ 
ンネルび同じかどうか確認してください。 

-接続する機器の PHON 日端テまたは TUNER 
端子には、本機を接続しないでくださし、。 


已 . 1チヤンネルアナ n グ入力端子 
のある AV アンプ 


オーディオ用ピンコード（付属） 

音声入力端子へ 




J 

⑩ 


r 了 


国 



電源コードはまだ接続 
しないで < ださし、。 
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電源の入れかた 


電源 オン： 電源を入れた状態です。 STAND 目丫インジケーターび消えています。この状態で通常の操作を 
行います。 

スタンバイ： スタンバイ状態です。 STAND 目丫インジケーターび点灯します。 


STANDBY 

インジケーター STANDBY/ON 




© 


nn iMirri 

nn 

違)這)這) 


電源の操作 


電源コードをつなぐ 



電源コンセント 
AC100V 50/60HZ 



お知5せ 

スタンノ くイ状態になっていても本徽まわずかに電力 
を消費しています。本磯の電源を完全に切るときは 
電源プラグをコンセントか5抜いてください。 


STAND 巨丫インジケーターび点灯します。 


^ 本機の STANDBY / ON またはリモコン 
の ON を巧して電源を入れる 


STAND 目 Y インジケーターび消口し、本機は電 
源オンの状態になります。 


む STANDBY/ON RC-464DV 



ON 


了 STANDBY 
消なします 


ゴ本機の STANDBY / ON またはリモコン 
の STANDBY を巧してスタンバイげ態 
にずる 

の STANDBY/ON RC-464DV 


STANDBY 
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スピーカーの レベル調整をする 


本機の ANALOG 日 UTPUT 曰.1 CH 端テと 
オンキヨー製 AV サラウンドプ□セ ツサー ED -20 已 
の MULTI CHANNEL INPUTiS テを接続して し) 
るときは、サラウンドを楽しむ前に、スピーカーのレ 
ベル調整をします。一度設定すると、スピーカー環 
境を変えた0アンプのつまみを動かさない限 D 設定 
を繰り返す必要はありません。 


スピーカーセットアップ 

V_ J 

あらかじめ ED -3 日己の取扱説明書] 2ページ、13 
ページの手順に従って スピーカー および スピーカー 
レベルの調整をしておいてください。 

ED -20 日(がのお手持ちのプ□セッヴーをご使用 
になる場含を、プ□セッヴーの取扱説明書に記載さ 
れている手順で スピーカー および スピーカー レベル 
の調整をしてください。 


T ED-20 已の MULTI CH INPUT を巧ず 


' 本機に付属のリモコンの SETUP を巧ず 

SETUP 

も 


設定メニューび画面に表示されます。 


設定 

メニ： L - ■■ メインぺージ 


標辈設定 

が 

スピーカー設定 


ドルビーデジタル設定 


ドルビーサラウンド設定 


LPCM 設定 

參 

標辈設を 



m 

設定授1 

租 

な 

辈設定 


ゴ▼を繰り返し巧して『スピーカー設定』 

を選び ENTER を巧ず 

スピーカー設定の香項目をお手元の機器に含ね 
せて設定しまず。設定ち法は42ページをご覧く 
ださい。『ダウンミックス』は『オフ』に設定して 
ください（腐4日ページ）。 


一▼を繰り返し巧して『テスト! -- ン』を 
選び、►を押して『オン』を選び 
ENTER を巧ず 

气寺：吟 

各スピーカーか5テスト!-ーンび出力されます。 


5 ED-20 百の MASTER VOLUME っまみ 
を回して音量を調整ずる 

通常聞くレベルに調整してください。接続してい 
るすべてのスピーカーの音量び連動して変化し 
ます。接続しているアンプの音量つまみは、通常 
お聞さになる位置に固定してくださし、。 

お知 5 せ 

アンプの音量つまみを動かすと、その都度、セン 
ター、リアスピーカーのレベル調整をし直ず必要 
びあります。 


6 ED-205 に付属のリモコンの CH SEL 
を巧して調整したいスピーカーを選ぶ 

センタースピーカー、ち U アスピーカー、左リア 
スピーカーを調整できます。 


✓ ED-20 已に付属のリモコンの ▲/ ▼を巧 
して音量を調整ずる 

視聴位置からすべての スピーカーの テスト! ン 
び同じに聞こえるよラに調整します。センター、左 
もサラウンドスピーカーは-12〜十12服の間 
で調整でさます。 


8 ▼を押して『オフ』を選び、 ENTER を 
巧ず 

テストトーンの出力び止ま0まず。 
















































1 電源を入れる（》^21ぺージ） 

ディスクを再生するとさは、接続した機器の電源 
を入れ、巧像と音青の入力を本機器を接続した 
入力に切り換えてください。 


' A 对甲ず 



RC-464DV 


OPEN/CLOSE 

み 


ディスクトレイび開さます。 

レーベル面 



ディスクはレーベル面（印刷面）を上にして、ディ 
スクトレイの中央に置いてください。 


J A を巧ず 



RC-464DV 


OPEN/CLOSE 


ディスクトレイび閉じます。 


4 ►-を巧ず 



RC-464DV 


お知5せ 

- MP 3 ディスクの再生については、40ぺージを 
ご覧ください。 

-►を押しても、トレイび閉じます。 

-ディスクを挿入すると、ディスクの種類を自動的 
に判別し、表示部に表示します。 

-ディスクの種類に応じて、収録されている曲数や 
演奏時間などを表示します。 

-再生中は、ディスクの種類に応じて、表示部に夕 
イトル/チャプター/トラック番号や経過/残量 
時間などのディスク情報を表示します。 

画面表术 （腐 "37 ぺージ ’） 同様に DISPLA 丫を押 
して表示を切り換えることびできます。ただし、 
DTS ソフト再生中は、画面表示でディスク情報 
をご確認ください。 

-スタンバイが態か 5 A を巧すと、電源び入りま 
す。 A - 白〇已 TX / R -80 已 TX / ED -20 己とシステ 
ム接続している場含、 A - 目日日 TX / R -80 已 TX / 
ED -20 己の電源も入ります。 

テレビに メニュー 画面があ5われたときは 

「トップメニュー、方ニューを表示ずる」 （唆 2目ぺ一 

ジ）を参照してください。 

音声が再をされないときは 

-接続と本機の設定を再度確認して<ださい。 
(廣1目-2日、42ぺージ） 

-「ディスクに複数の音声方式び記録されている 
ときは」（腹27ページ）を参照してください。 


再生び始まります。 
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c£^ c£2^ 

ディスクを取り出ずには I 

A を巧して、ディスクトレイを開く 

ディスクび完全に開いたら、ディスクを取り出します。 
その後、再度 A を巧してトレイを閉じてください。 

〔再生を一時停止ずるには ) 

再を中に II を巧ず 

再生を再開するには、►-を巧してください。 

お知5せ 

一時停止状態び約1分政上続いたのちに再生を再開す 
ると、一度停止したのちに再生を始めることびあります。 

と vq > 心 VC り 

^マ送り再生をずるには ) 

一時停止中に H を繰り返し巧ず 

押すごとに、1コマずつ進みます。通常の再生に戻す 
とさは►-を巧して < ださい。 

お知5せ 

一時停止中やコマ送り再生中は、音声は再生されま 
せん。 

と V の JC り己 C の 

再生を停止ずるには ) 

■を押ず 

再度再生を始めるときは►-を押してください。 

再生中に表示窓に時間び表おされる DVD ビデオでは 
再をを止故たところ近辺か5再生び始まります。 


お知5せ 

-停止状態で約1日分経過すると本磯は自動的に 
スタンノ くイ状態にな0ます。 

-再生を止めたところか5再生び始まるのは止め 
た場所（□ケーション）び本機の方モリーに記録 
されているか5ですび、政下の場含は、メモリー 
び初期化されます。 

-本機びスタンバイ状態になったとき 
-ディスクトレイを開いたとさ 

-停止状態のときは、タイトル/チャプターまたは 
経過時間を指定して再生することはできません。 
( DVD ビデオのみ） 

-再生び始まるところは、ディスクや再生場所に 
よってことな0ます。 

最初か！5再生を始めるには I 

再生停止後、ちラー度国を巧してか5»-を巧ず 

現在のタイトルの始がから再生び始まります。 

ディスクの始めか日再生ずるとさ は、一度ディスクトレ 

イを開き、そのまま閉じてから再生を始めます。 

お知5せ 

再生び始まるところはディスクによって異なります。 

ご注意 

-再生中は本機を移動したり揺5したりしないでく 
ださい。ディスクを傷つけるおそれびあります。 

-ディスクトレイを開け閉めするとさは A を巧して< 
ださい。また、ディスクトレイが動いているときは、卜 
レイに触れないでください。故障につながりまず。 

-ディスクトレイを上か5巧さないでください。ま 
た、本機で再生可能なディスク政がのちのをの 
せないでください。故障につなびります。 

-映画などの再生び終わると、多くの場合メニュー 
画面びあ5われます。メニュー画面を長く表示さ 
せているとそれびテレビ画面に焼き付いて、画 
面を傷める場合びあります。これを避けるため、 
再生び終わった日■を巧してください。 
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[]早送り、早戻しをずるには つ 

再生中に、 ►► (早送り）(早戻し）を巧ず 

2倍速の早送り/早戻しになります。 

同じボタンを巧すたびに、政下のように再生速度び 
変わります。 

^^2倍速 （2 X ) 一 4倍速 (4 X ) 一日倍速（目 X)—I 

I -通常卜8倍速 （8 X ) <- 1 

早送り、早戻し再生中に^-を巧すと通常の再生速度 
に戻0ます。 


と V り JC り 

^□ーモーンヨンで再生ずるには I 

再生中に、 SLOW + (ス□一再生） /SLOW —（逆 
ス□一再生）を押ず 

同じボタンを押すたびに、し: TF のよラに再生速度び 
変わります。 

I ->1 /2倍速に X )一 1 /4倍速 （4 X ) -1 

-通常户]/8倍速 （8 X ) <- 

ス〇-モーション再生中に^-を巧すと通常の再生速度 
に戻ります。 


お知5せ 

. 早送り、早戻し再生のときは、音声は再生されま 
せん。 

• 2倍速、4倍速、目倍速、8倍速はおおよその再生 
速度のめやすです。再生速度はディスクによつ 
て多少違います。 

-音楽用 CD を再生しているとさに再生速度を確 
認したいとさは、テレビの電源を入れ、本機接続 
の入力に切り換えてください。 


お知5せ 

-ス□-モーシヨン再生中は、音声は再生されません。 

-ビデオ CD では逆ス□一再生はでさません。ビデ 
才 CD の再生中に SLOW —を巧すと、スロー再 
生の速度び切り換わります。 
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ディスクを再生ずる 




I トップメニューを表示ずる_ J 

TOP MENU を巧す 

TOP MENU を巧してもトップ;<ニューび表示されな 
し、ときは、 MENU を押してください。ディスクによつ 
てトップゾニューび含まれていない場合ちあります。 


I メーューを表でする 


MENU を押す 

MENU を押しても y ニューび表示されないときは、 
TOP MENU を押してください。ディスクによってゾ 
ニューび含まれていない場合わあります。 


トップメニューについて 

多くの場合、 DVD ビデオや 、 PBC (Playback Control ) 
機能付きのビデオ CD (底「ビデオ CD について」、目ペー 
ジ)は、メニ:!一でタイトルやチヤプター、トラックを置べま 
す。 

DVD ビデオの再生中にテレビ画面にトップ y 二：!一び表 
おされたときは、 ▲/▼/ ィ/►で項目や設定を選び、 en¬ 
ter を巧して決定してください。 

〔ビデオ CD のメニューを表示する I 

再生中に RETURN を押す 

ビデオ CD の再生中にテレビ画面にメニューび表示され 
たとをは、数字ボタンで項目や設定を選んでください。 


メニューについて 

DVD ビデオには、複数の言語や複数の音声ち式び 
含まれている場合びあります。多<の場含、このよラ 
な DVD ビデオは、メニューで言語（ディスク方ニュー 
言語、音声言語、字幕言語など)や音亩方式などを選 
ぶことびでさるよラになっています。 

再生中にテレビ画面に方二:!一び表示されたときは、 
▲/▼/◄/ ►で項目や設定を選び、 ENTER を押して 
決定してください。 


お知 5 せ 

-操作内容はディスクによ0異なります。ディスク 
の指示に従ってください。 

-ビデオ CD の場合、 P 巨 C びオフになっているとき 
は;<ニューは表示されません。停止状態で 
RAND 日 M、MEM 日 RY 、 数字ボタンを押すと 
P 目 C はオフにな 0 ます。 P 目 C をオンにずるに 
は、 A を押して一度ディスクトレイを開閉してく 
ださい。 
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ディスクを再生する 


ディスクに複数の音声方式が記録され 
ているとさは 


ディスクメニューで音青ち式を選ぶとさは、本機と化 
機の音青接続（心1已-20ページ)び判断基準にな0 
ます。下記の例をご参ちにしてください。 

デジタル 端子接続をしたときの例 

□ アンプに DTS デコーダーびあるとさは 
— 「 DTS 」 または「閣」を還ぶ 


音声方式と音声効果について ） 

DTS / ドルビーデジタルサラウンド音声をマルチチヤン 
ネルで楽しむために必要なスピーカー構成 


左フ□ント 
スピーカー 


左サラウンド 
スピーカー 


センタースピーカー 




□ 


目 


1 / 

d 1/ 

\1 


昭-口ぶ卜 


、サブウーファー 


C 實ただド 


□ アンプにドルビーデジタルデ]-ダーがあると刮ま 
一「ドルビ-デジタル」または 「Dolby Digital 」、 
「 □□ 6 CHJ 、「□□己.1 CH 」 、巧円熙」 
を選ぶ 

□ アンプにドルビープ□□ジックデコーダーびある 
とさは 

一「ドルビ-プ□□ジック」または 「Dolby Pm 
Logic surround 」 、「□□ 1 〇喔誦。リ却」を選ぶ 

□ アンプび2チヤンネルステレオタイプのとさは 
一「ステレオ」または 「 Stereo 」 を選ぶ 

アナ□グ 端子接続をしたときの例 

□ アンプにドルビープ□□ジックデコーダーびある 
とさは 

一「ドルビ-プ□□ジック」または 「Dolby Pm 
Lo 呂 ic surround 」 、 「皿 I 口 。… Ysu—o j 回」を選/ミ、 

□ アンプび2チヤンネルステレオタイプのとさは 
一「ステレオ」または rstere 日」を選ぶ 
□ 音声をテレビのスピーカーか5再生するとき 
一「ステレオ」または rstere 日」を選ぶ 

お知5せ 

ドルビーデジタル、 PCM 、 DTS 信号はアナ□グ信号 
に変換され、出力されます。 


DTS 、 ドルビーデジタルの日.1チャンネルデジタルサ 
ラウンド方式は、己つ（左ちフ□ント、センター、左ちヴ 
ラウンド）のフルレンジに日 Hz -3 日 kHz ) チャンネル 
と、低音域効果のための LFE (Low Frequency 
Effect ) チャンネルび独立して記録されてお0、それ 
ぞれのチャンネルを独立して再生ずることびできま 
す。これにより、劇場やコンヴートホールの臨場感を 
再現することびでさます。 

ドルビーデジタルサラウンド 

P 円[再背マークのある DVD ビデオびこの方式で記 
録されています。 

DTS サラウンド 

閱マークのある DVD ビデオや音楽 CD びこの方式 
で記録されています。 

ドルビープ□□ジックサラウンド 

□□ 1 DOLBY マークのついた LD 、 DVD ビデオび 

この音声方式で記録されています。 

このサラウンド方式は、4チャンネル（左ちフ□ント、 
センター、サラウンド）で構成され、センターチャンネ 
ルを強調します。音楽や尝話における音の移動や、フ 
□ント3チャンネルか5の音の3次元空間を表現ずる 
のに効果的です。また、劇場の脇や棲ろの壁か5反響 
するサラウンド音声効果や雰囲気ち強調します。 
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指定して再生する 




DVD ビデオにメニューびあるときは、そのメニュ 
一機能を使用してタイトルを選べます。 


1 TOP MENU を巧ず（ディスクによつ 
ては MENU ボタンを巧ず） 

TOP MENU 

ろ\ 

方ニューびテレビ画面に表示されます。 


DVD ビデオにタイトルとチャプターに対応した番号 
びあるとさは、それぞれの番号を指定してタイトルと 
チャプターを選ぶことびでさまず。 


1 SEARCH を巧してタイトル/チヤプ 
ター表示をテレビ画面に表示させる 

SEARCH (例） 

P イトル01/0白チヤプタ ー001/003 


'▲/▼/◄/ ►を巧して、タイトルを選ぶ 



タイトルに番号びついてしぶときは、数字ボタ 
ンを巧して直接タイトルを指定ずることちで 
さます。 


J ENTER または►►を巧ず 

還んだタイトルのチャプター1か5再生び始ま 
0ます。 


『タイトル』のちの数字び反転しているのを確認 
してください。（違う場所び反転しているときは、 
◄/ ►を巧して『タイトル』のちの数字を反転させ 
て < ださい。 


' 数字ボタンを巧して、タイトル番号を入 
力ずる 

の©© 

© © © 

©の© 

風の^^^^ 

1日 ULL の番号を入力するときは、 + ] 0を使用 
します。 

例:31の場合 

(T) 


お知5せ 

上記の操作は基本的な説明で、実隙はディスクに 
よってことなる場含ちあります。画面に操作ち法 
が表示されたとさはそれにしたびって操作してく 
ださい。 


ゴ►を巧して、『チヤプター』のちの数字 
を反転させる 
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4 数字ボタンを巧して、チヤプターを号を 
入力ずる 

1□け上の番号を入力するときは、+10を使用 
します。 


5 ►►または ENTER を巧ず 

選んだタイトル/チャプターか日再生び始まります。 


お知5せ 

-タイトルやチャプターに対応した番号びディスク 
に入っていないとこの操作はでさません。 

-タイトル/チャプター画面を閉じるときは 
DISPLA 丫を数回巧します。（巧す回数はデイス 
クによって違います。） 



トラック番号を指定して、特定のトラックか5再生を 
始めることびでさます。 


数字ボタンを巧して、トラックを選ぶ 
の©© 

任）0 0 
© © © 

風の^^^ 

1日上の番号を入力するとさは、+10を使用しま 
す。 


ビデオ CD の場含 

P 目 C びオンのとさは、^ニュー画面で数字ボタンを 
使いトラックを選びます。再生中は選べません。 

P 目 C びオフのとさは、 CD と同じ手順で操作してくだ 
さい。 
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指定して再生する 




再生中に、前後のチヤプター/トラック 
を頭出しする 


現在のチャプター/トラック占、5続いたチャプター/ 
トラックを還んで再生ずることびできます。 


W ◄またはを（繰り返し）巧して、再生 
ずるチヤプタ ー/ トラックの頭出しをずる 



時、分、秒を指定して、再生を始めることびでさます。 


t SEARCH を繰り返し巧して時間表示 
( DVD 再生時は: : _ J 、 CD 

再生時はをテレビ画面に 
表示させる 


I ◄◄を]回押ずと、現在のチヤプター/トラックの頭 
か5再生します。その後!◄◄を1秒攻内に続けて押 
すと、押すごとに1つずつ前のチャプター/トラック 
に戻0ます。 

►►1を押ずと、押すごとに]つずつ次のチャプター/ 
トラックに移ります。 


お知5せ 

-ディスクによってはこの磯能は使用できません。 

-タイトルによってはチャプター番号を表示しない 
ちのをあ0ます。 

- PBC びオンのとさに！◄◄またはを押すとメ 
ニュー画面に戻ることびあります。 

• 一時停止中に I ◄◄またはを押ずと一時停止 
び解除され、選ばれたチャプター/トラックから 
再生び始まります。 


SEARCH 

み 


' 数字ボタンを巧して、時、分、砂を入力ずる 


の©© 
© © © 


© © © 
風の 



JS ►►または ENTER を巧ず （ DVD ビデオ 
のみ） 

fEmSj 

指定した経過時間の場面から再生び始まります。 


お知5せ 

-ディスクによってはこの機能は使用できません。 
-場面によっては指定した時間か5ずれて再生さ 
れることびあ0ます。 

-この機能は、 DVD ビデオの場含は現在のタイト 
ル巧、ビデオ CD や音楽用 CD の場合は現在の卜 
ラック巧ではた5さます。 
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繰り返し再生をする一 IJ ピート再生 I — 



選んだタイトルやチャプター、トラックを繰り返し再生 
したり、ある部分を選び、そこだけ繰り返し再生した 
りすることびでさます。 

'DV わ VC の ^CD> 

選んだタイトル、チヤプター、トラックを 
リピート再生ずる 


1 再生中にリピート再生したいタイトル、 
チヤプター、トラックを選ぶ （臨 28、29 
ぺージ） 


^ REPEAT を巧ず 

REPEAT 

本体表示部に、 REPEAT インジケーターび点巧 
します。 

巧すたびにリビートモードわ似下のように変わります。 

チャプター U ピートオン-^タイトル U ピートオン 
^リピートオフ 

トラック U ピートオン（ I 」ピート1 ) 一 
ディスク U ピートオン （ U ピートオール）一 
通常再生（ I 」ピートオフ） 


/DVD ン JCCp /CD；) 

選んだ部分だけを繰り返して再生ずる 
一 A-B リピート再生 

V__/ 

A 点と目点を選び、 A 点から目点までを繰り返し再生 
しまず。 


1 再生中に繰り返しを始めるところで、 
A - B を巧ず 

み 

A 点び設定されます。 

『 A 』 びテレビ画面に表示されます。 


么 繰り返しの終わりで、 A - B を巧ず 

ろ\ 

B 点び設定されます。 

自動脚こ A 点に戻り、 A - BU ピ-卜再生び始まります。 
『 A - 目』びテレビ画面に表示されます。 


通常再生に戾ずには 

『 A-B リピートオフ』がテレビ画面に表示されるまで 
A-B を巧ず 


お知5せ 

〜 -ディスクによっては A - 目 U ピート再生はできません。 

ち知らせ - A - 目 U ピート再生中は、 A - 目間の前後の字幕び表 

• ディスクによっては I 」ピート再生はできません。 示されないことびあります。 

-電源を切るとリピート再生は解除されます。 -電源を切ると A - 目 I 」ピート再生は解除されまず。 

-ビデオ CD の PBC びオンのとさは、 U ピート再生 
でをません。 





































お失日 5 せ 

-ディスクによっては^モ U —再生はできません。 

. メモ U - 再生中に REPEAT を押してリピート 
オールを選ぶと、^モ U —再生を繰り返します。 

-電源を切るか、本機か日ディスクを取り出すと、メ 
モリー再生の内容は消去されます。 

-メモ U —した巧の合計演奏時間び9目分日9秒政 
上の場含は経過/残量時間び正しく表示されま 
せん。 


1日切上の番号を入力するときは、+1日を使用します。 
この繰0返しで次のトラックを選びます。 

；>^モ U —再生の内容を]つずつ取り消すには 
CLEAR を押します。 CLEAR を押すたびに最後 
に;モ U - したちのから順に取り消されます。 

お知5せ 

数字ボタン、 CLEAR 、 ►-し^がの操作ボタンを巧 
すと、メモ U — 状態び終了し、メモリー再生巧容 
び全て取り消されます。 


お好みの順序で再生するーメモリー再生 



トラックを好みの順序で再生することびできまず。最 
大99トラックまで設定することびできます。 

^嫂 


トラックの再生順居をメモリーに記憶さ 
せて再生ずる 


ゴメモ U - 状態がテレビ画面に表示されて 
いる間に►►を巧ず 

メモ U —再生び始まります。 


ディスクを本機にセットし、停止中に 
MEMORY を巧ず 

MEMORY 




メモリー状態びテレビ画面に表示されます。 


通常の再生に戻すには 

■を巧して;><モリー再生を止め、 MEM 日 RY を押すと 
メモ U —内容は全て取0消されます。 

その渡、►-を押すとディスクの先頭から通常の再生 
び始まります。 


メモリー P 00 : 00 



力 

入 

を 

号 

昏 

ク 

ジ 

ラ 

卜 

て 




巧 

を 

ン 

夕 

k002 


© © © 
© © © 
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順不同で再生するーランダム再生 


RANDOM- 

REPEAT- 


で 


〇" 〇 


:丘 



トラックをランダムにち生することびできまず。 


^嫂 

^'ラックをランダム再生する 


T ディスク停止中に、 RANDOM を巧ず 

' ►►を巧ず 

ランダム再生び始まります。 


通常再生に戻すには 

■を押してランダム再生を止め、 RAND 日 M を押す 

お知6せ 

-ディスクによってランダム再生はできません。 

. メモ U —再生との併用はできません。 

-ランダム再生中にを押すと、別のトラックに 
移り、ランダム再生び続きます。 

-電源を切ると、ランダム再生は解除されます。 

-ランダム再生中に REPEAT を押してリピート 
オールを選ぶとランダム再生を繰り返します。 
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カメラアングルを切り換える 




複数のカメラアングルび記録された場面では、お巧 
みのカメラアングルを還ぶことびでさます。 



複数のカメラアングルが記録された場 
面から、アングルを選ぶ 


複数のカメラアングルび記録されている場 
面で、 ANGLE を繰り返し巧してカメラア 
ングルを還ぶ 

を\ 

ANGLE を押ずたびに a のようにアングルび切り 
換わ0まず。 


お知5せ 

-一時停止中をアングル番号を選ぶことびでさま 
すび、このときは、再生を再開してから選んだア 
ングルに切り換わります。 

-アングルを選んだ後すぐに一時停止すると、再 
生を再開したときに選んだアングルにな5 ない 
とさびあ0ます。 

-アングルマークを消すには、標準設定で 
『 ANGLE マーク』を『オフ』にしてください 

(臨=44ページ）。 
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字幕を表示させる/字幕言語を選ぶ I 



ディスクに字幕び記録されていれば、再生画面に字 
幕を表示させることびできます。また、複数の字幕 
言語び記録されていたら、字幕の言語を選ぶことを 
でさます。 

[[字幕を切り換える I 


再生中に SUBTITLE を繰り返し巧して字幕 
を選ぶ 

SUBTITLE 

SU 巨 TITLE を押すたびに、 UTF のように字幕び切り 
換わります。 


お知5せ 

-電源を切ったり、ディスクを入れ誓えたりすると、 
字幕設定は、初期設定 y ニュ- ( i ^42 ぺ-ジ)の 
設定に戻 D ます。 

-場面によっては、すぐには字幕言語び切り換わ5 
ない場合ちあります。 

-ディスクによっては自動的に字幕び表示される 
よラに設定されています。このとさは、字幕オフ 
にしてち、字幕を消すことはできません。 

-ディスクによっては、ディスクに用意された方 
二:!一でしか、字幕の入り、切りを操作できない 
場含びあります。 

-初期設定方ニューにない言語は、 r ——」表示に 
なります（腐>48ページ）。 


鶴 01/02:曰本語 

i 

轉 〇吕/〇吕：編 

i 

き幕オフ 
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お好みの音声言語や、音声方式を選ぶ I ， 




ディスクに複数の音声言語や音声方式び用意されて 
いた日、そのラちの1つを選ぶことびでさます。 


音声言語•方式を選ぶ 1 

設定メニュー42ぺージ）で選おされた音声言語 
をじ(下の手順で一時的に変えることびできます。ま 
た、ディスクび複数の音青ち式で記録されている場 
合は、音声言語とのセットで音声で式ち選べます。 


再生中に AUDIO を繰り返し巧して音声言 
語-方式を選ぶ 

み 

AUDI 日を押すたびに、攻下のよラに表示び切 D 換わ 
0ます。 


音声 

1/3 : LPCM 2CH 

曰本語 


i 


音青 

2/3 : AC-3 已 .1 

曰本語 


1 



音青 3/3 : LPCM 2CH 細 


お知5せ 

-ディスクによっては、ディスクに用意されたメニュ 
一でしか、音声言語や音声方式を選べない場合 
びあります。このときは、 MENU を押してディス 
クのメニューを表示させて選んでください。 

-ディスクによっては音声言語•方式び]セットしか 
用意されていないをのをあ0ます。このとをは、 
音声言語•方式を選べません。 

-電源を切ったり、ディスクを入れ誓えたりすると、 
音声言語の設定は『初期設定』の『音声』 (^48 
ページ）の設定に戻ります。 

-初期設定方ニューにない言語は、 r ——」表示に 
なります（屈48ぺージ）。 


^嫂 

デオ CD 、 じ〇の音声チャンネルを選ぶ^ 

ビデオ CD 、 CD には左ちの音声チャンネルび含まれ 
ている場含びあり、それぞれのチャンネルに音声や 
言語び割 D 当て日れている場合、チヤンネルを切り換 
えることびでさます。 


再生中に、 AUDIO を繰り返し巧して、音声 
チヤンネルを選ぶ 


み 


AUDIO を押すたびに、 UTF のように音青チャンネル 
び変わります。 


みモノラル L (左チヤンネルのみ) 


-ステレオ^モノラル R 


(ちチヤンネルのみ ）<—I 


36 
















































I I III I I 


DISPLAY 




ディスク情報をテレビ画面で確認ずることびできまず。 

c ! S ^ c £2^ 

[ 画面表巧を確認ずる 


D 旧 PLAY を巧ず 

DISPLAY RC-464DV 

夕 ^ display づ ^ 

□に PLA 丫を押すたびに、テレビ画面の表示び UTF 
の例のよラに切り換わります。 


タイトル 01/0 己チャプター 00 己/ 027 
00:00:58 


i 


トータル残 D 時間 

02:03:41 


i 


チャプター経過時間 

00:01:05 


i 


チャプター残り時間 

00:04:07 


i 

情報表示が消える 


演奏中の曲の経過時間 


シングル経過時間 
00:01:26 


i 

演奏中の曲の残り時間 

シングル残り時間 
00:03:17 


i 

ディスクの経過時間 


トータル経過時間 
00:06:15 


i 

ディスクの残り時間 


トータル残り時間 
00:32:0已 


情報表示が消える 


お知5せ 

- DVD ビデオによって、チャプター番号や経過時 
間び表示されない場合びあります。 

-一時停止中は時間表示の切り換えはできません。 
-方ニュー、トップ;<ニュー表示中は情報表示の切 
0換えはでさません。 
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3 D V 旧 TUAL サラウンドを楽しむ 


3D VIRTUAL 


ONKVO 


nniooi»Ti 

Cfi 

1 1 

曰-其 

ごご 



1 _ 1 



n 円1 

©寮蒼 

DM205TY 




本機は 3 D V 旧 TUAL 技術により、サラウンドエン 
コードされたステレオ音声やマルチチャンネル音声 
を処理して、2つの前面スピーカーのみで、よ0臨場 
感のある立体音場び再現でさる 3 D ノ くーチャルサラ 
ウンド （3 次元仮想立体音場）を実現しています。 

'DV の ， VC のの 

バーチャルサラウンドを選ぶ ) 


停止中に 3 D V 旧 TUAL を繰り返し巧して、 
3 D V 旧 TUAL を選ぶ 


3 D VIRTUAL R 仁- 464DV 



3 D V 旧 TUAL を押ずたびに、『スピーカー■設定』の 
『ダウンミックス』わ似下のように切り換わります。 

- > LT / RT ーステレオー 3 D VIRTUAL -1 

-ダウンミックスオフ<- 

『スピーカー設定』の『ダウンミックス』でも切り換 
え5れます。（腐4日ページ） 



お知6せ 

-この機能は、アナ□グ2チャンネル出力にのみ働 
さます。 

-ディスクによってはサラウンド効果のかないをの 
びあ0ます。 

- 3 D バーチャルサラウンドを楽しむときは本機の 
『音声出力』を『ビットストリーム』にしてくださ 
し、。 （廣44 ページ） 
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タイマー演奏する（システム操作) 



R -8 日曰 TX (または A -90 己 TX と T -40 已 TX の組み 
合わせ）とシステム接続すると、タイマー演奏げでさ 
ます。 

タイマーセットのちまは、 R -8 日日 TX / T -40 已 TX の 
取扱説明書をご覧 < ださい。 

〔タイマー 演奏ずる ) 


1 音楽用 CD を入れる （^23 ぺージ) 


お知5せ 

-本機は必ず常時通電しているコンセントに接続 
してください。 A -90 已 TX 背面の電源コンセント 
に接続するときは、 A -90 已 TX のを電源スイッチ 
( POWER ) を切らないでください。 

-タイマー演奏には音楽用 CD をお使し K ださい。 
DVD ビデオやビデオ CD では、正しく再生でさ 
ない場合びあ0ます。 

- MP 3 ディスクはタイマー演奏できません。 

- R -8 日已 TX のエナジーセーブび はたらいている 
とさは、タイマーははたらをません。 


と R -80 已 TX / T -40 已 TX のタイマーを設定 
ずる 



MP 3 を再生する 




ENTER 


MEMORY 


本機は MP 3 ファイルの記録されたメディアを再生す 
ることびでさます。 


ゴ ▲/ ▼を巧して再生したいファイルを還 
び、 ENTER または►►を巧ず 


^ MP 3 を再生する 


1 MP 3 ファイルの記録されたディスクを 
入れる 

テレビ画面に SMART NAVI び表示されます。 


浸 r\ 

再生び始まります。 

数字ボタンを使ってファイルを選ぶこともできまず。 


フォルダーウインドーファイルウインドーファイル 


SMART NAVI 


，巧 ROOT 


巧 .. 0 


Af の RDNZL 1— 


她 3 WPLJ 2 


MP3 SOFA 3 


MP3 NANOOK 4 


MP3 LOUIE 5 


PLAY MODE: I シングル ] 


フすルダー PLAY MODE ウインドー 


2 ▲/ ▼を巧して再生したいファイルまた 
はファイルを含むフォルダーを還び、 
ENTER または►►を巧ず 

登 w 

フオルダー巧のファイルびファイルウインドーに表 
示されます。 

上の階層のフォルダーを選びたいとさは、 ◄/► 
を押して再生したいファイルを含むフォルダーを 
選び、 ENTER または►を巧します。 

日を巧すと上の階層に戻りまず。 


ごを意 

MP 3 再生中は ▲/▼/◄/ ►ボタンは効きません。 

MP3 ディスクについて 

- MP 3 とは、 MPEG 1才ーディオレイヤー3または 
MPEG 2 才ーディオレイヤー3とし、うファイル形式 
で圧縮した音楽データです。「. mp 3」とし巧拡張 
子の付いたファイルを MP 3 ファイルと呼びます。 

- IS 日目6日日および Joliet CD-R 日 M ファイルシ 
ステムに従って記録してください。 

- MPEG 1才ーディオレイヤー3のヴンプ U ング周 
波数 32 kHz 、44. 1 kHz 、 または 48 kHz の固定 
ビットレートで記録されたファイルに对応してい 
ます。それ！;(がで記録されたファイルは再生す 
ることびでさません。 

- r . mp 3」 、または「. MP 3」という拡張テびつい 
た MP 3 ファイルのみ再生ずることびできます。 

-マルチセッションには対応していません。 

-フォルダー/トラックの名前は最大]]文字まで 
表示します（半角英数字で入力された艾字の 
み)。半角英数字政外で入力されているフォル 
ダー/トラックの名前は、正しく表示されません。 
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MP 3 を再生する 


PLAY MODE を使って再生する 


7停止中に ◄/ ►を巧して PLAY MODE ウ 
インドーに力ーソルを合わせる 

^ ▲/ ▼を J 甲して PLAY MODE を選び 
ENTER を巧ず 



政下の PLAY M 日 DE び選べます。 

シングル 

現在選択されてし巧 MP 3 ファイルを1回再生します。 

リピート1 

現在選択されてしぶ MP 3 ファイルを繰り返し再 
生します。 

フオルタ’ 

現在選択されているファイルを含むフオルダー 
内の MP 3 ファイルを再生します。 

F リピート 

現在選択されているファイルを含むフオルダー巧 
の MP 3 ファイルを順番にリピート再生します。 

ランダム1 

現在選択されているファイルを含むフオルダー内の 
MP 3 ファイルをランダムに再生します。一度再生さ 
れた MP 3 ファイルを含めてランダム再生しまず。 

ランダム2 

現在選択されているフオルダー内の MP 3 ファイ 
ルをランダム再生します。一度再生された MP 3 
ファイルは次の候補から除かれます。 

メモリー 

10日巧まで ><モリー登録でさます。ち記の手順 
で ><モリー登録してください。 


ゴファイルまたはフオルダーを選んで再生 
を始める（陪40ぺージ） 


MP 3 をメモ U — 登録する 

1 MEM 日 RY を巧す 

SMART NAVI 画面の PLAY MODE ウイン 
ドーに「><モ U —」と表示されていることを確認 
して < ださい。 

2 ◄/ ►を押してファイルウインドーに力ーソルを 
合わせる 

3 ▲/ ▼を押して;<モ11-登録したい MP 3 ファイル 
に力ーソルを合わせ ENTER を押す 

4手順2を繰り返し、 MP 3 ファイルを^モリー登録する 
5 ■を押し、^モ U —登録を終了する 

レ<モリー終」び表示されます。►-を押すと再生 
び始ま0ます。 


お知5せ 

• 同ーフオルダの中でのみ^モ U —登録できま 
す。他のフオルダーに移動すると、^モ U —登録 
された内容は消まされます。 

• 1」モコンの MEMORY 、 RAND 日 M、REPEAT 
を押して PLAY MODE を選ぶことびできます。 
各ボタンを押すごとに！;^下のよラに PLAY 
M 日 DE び変わ0ます。 

MEMORY ボタン 
フオルダモ U — 


RANDOM ボタン 

「ーフオルダーランダム]ーランダム 2- 


REPEAT ボタン 

フォルダー U ピート1 一 FU ピート 
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設定メニューを確認/変更する 



ディスクを本磯にセットしたとさに、いろいろな再生 
機能びこの設定^ニューによってセット（ I 」セット）さ 
れます。設定六ニューの内容は、お好みで変更するこ 
とびでさます。 


[)3 定変更のしかた I 

設定ニューは、標準設定、スピーカー設定、ドルビー 
デジタル設定、ドルビーサラウンド設定、 LPCM 設 
定、初期設定の目つのカテゴ U - に分かれています。 
各カテゴ I 」一の下に、詳細機能の項目びあります。 


1 ディスク停止中に、 SETUP を巧ず 

SETUP 

咬\ 

設定方ニューびテレビ画面に表示されます。 

設定メニュ ー-- メインぺージ 


i 

峯 

設 

を 




ス 

ピ 

- 

力 

— 

rft 

巧 

定 


ル 

ビ 

- 

テ 

ジ 

タル設を 

ド 

ル 

ビ 

- 

サ 

ラ 

ウンド設定 

LPCM 

の 

巧 

定 




標 

$ 

巧 

巧 

を 





IRF 


と ▲/ ▼を巧してカテゴリーを選び、 

ENTER を巧ず 

浸^^ 

『初期設定』は、本磯か日ディスクを取り出して 
設定してください。 


ゴ ▲/ ▼を巧して項目を選び、►を巧す 

浸^ 

4 ▲/ ▼对甲して設定を選び、 ENTER を巧ず 

浸^节 

◄を押すと項目に戻りまず。 


5選んだ頂目や設定によっては、さ6に設定 
手順が続く場合がありまず。43ぺ-ジ似 
隆の各項目の説明にしたがってくださし、。 


メインページに房るには 

◄ /►/▲/ ▼を巧して『メインぺージ』を選ぶか 
RETURN を1回巧ず 

設定画面を消ずには 

▲/ ▼を押して『設定終了』を選ぶか SETUP を押ず 


お知5せ 

. 再生中でも SETUP ボタンは働きます。ただし 
操作を受け付けられない場含ちありますので、 
その場合は、再生を止め、もう一度 SETUP を押 
して < ださい。 

-テレビ画面び表示されないときはお手持ちのテ 
レビの方式と本機の 『 TV タイプ』の設定び合つ 
ていないことび考え!5れます。本機のを押し 
なび 5 STAND 目丫/日 N を押して、 TV タイプを 
切り換えてみてください。（屈43ページ） 


















































標準設定ページ 


TV アスペクト 

ノ ー 7ル / PS 

TV タイプ 

ノ ー 7ル / LB 

画像モード 

ワイド 

ANGLE マー ク 


画面表示言語 

音亩出力 

キャプション 

SCR セーパー 

メインページ 


WWW 


TV アスペクト 

-ノーマル / PS (パンスキヤン） 

従来の4:3テレビを接続しているとをに選 
びます。デレビ画面全体に再生画面を表示 
しまず。画面の片側または両側の画像部分 
びカットされます。 


ノーマル / LB (レターボックス） 

従来の4:3テレビを接続しているとさに選び 
ます。テレビ画面に対して横長に表示します。 


フイド 

1目:9ワイドテレビを本機に接続してしぶとき 
に選びます。 


お知5せ 

- DVD ビデオには、再生できる画面形状びあ5 
かじめ設定されています。その場合、ここで選 
んだ画面形状通0に再生されないことびあり 
ます。 

- 4:3の画面形状だけで記録された DVD ビデ 
オディスクは、ここで選んだ画面形状にかかわ 
5ず、4:3の画面お状で再生されます。 

- 4:3のテレビを本機に接続した状態で『ワイ 
ド』を選ぶと、再生画面に水平方向の歪みや縦 
方向の縮みび生じます。お使いのテレビに含 
わせて設定を行ってください。 

TV タイプ 

- MULTI 

ご使用のテレビび NTSC 方式と PAL 方式を 
兼用しているとさに選びます。 

- NTSC TV 

通常は 『NTSC TV 』 を選んでください。個内 
で使われているテレビは NTSC 方式です。） 

- PAL TV 

ご使用のテレビび PAL 方式のときに選びまず。 

お知5せ 

間違った TV タイプの設定をして画面び表示されなく 
なった場合は、 STAND 目 Y / 日 N を押して、本機をスタ 
ンバイ状態にしてください。その後再度 STANDBY / 
日 N を押して電源をオンにしてか日本機の w を押し 
なびら STAND 目 Y / 日 N を押して TV タイプを切り換 
え、画面び表示されるよラにしてか5標準設定メ 
ニューで正しい設定に切り換えてください。 

画像モード 

•自動 

ディスクに記録されている情報に従って自動 
的に画像モードを選択しまず。 

. HI-RES (ハイレゾリューシヨン） 

輪郭のはっさりした画面で再生でさます。 

. N-FUCKER (ノンフリツカー） 

ノイズのかない画面で再生でさます。 






設定メニューを確認/変更ずる 

標準設定 


挺歧挺了の Ef 
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設定メニューを確認/変更する 


( 標準設定 J 


ANGLE マーク 

-オン 

複数の力^ラアングルび記録されている場面 
で留]を画面に表示します。 

-オフ 

皆を画面に表示しません。（アングルを切り換 
えたとをは表示します。） 

画面表示言語 

画面表示言語を、し：^下から選びます。 

-巧語 
-日本語 

音声出力 

『音青出力』を変えることで、音声の変換ちまを 
変更することびできます。 

信声出力』の設赶ま、本機の D に ITAL OUTPUT 
な箭子や ANALOG 日 UTPUTiS テに接続した機器 
(臨]巨-2日ぺージ）によって決まります。 

-ビットスト IJ ーム 

ドルビーデジタル、 DTS の香デコーダーを内 
蔵したアンプを本機にデジタル接続している 
とき、マルチチャンネル入力端テを持つアン 
プや A V サラウンドプ□セッサーを本機の 
ANALOG OUTPUT 已 . 1 CHiS テに接続し 
ているとさに選びます。 

ドルビーデジタル、 DTS で記録されたディスクを 
巧生ずると、□に ITAL 日 UTPUT 端子か5ビッ 
トス hU - ムを、 ANALOG OUTPUT 已 .1 CH 
端子か5マルチチャンネル音声を出力しまず。 

- PCM 

DIGITAL OUTPUTS 謂子に2チャンネ J レデジ 
タルステレオアンプ（ビットストリームの項目で 
記述してあるどのデコーダーち備わっていない 
アンプ）を接続したとさに選びます。 

ドルビーデジタルや、 DTS 音声信号は、2チャン 
ネル PCM 音青信号に変換されて、 DIGITAL 
OUTPUT 端テと ANALOG OUTPUT S 
CH 端子か5出力されます。 


お知5せ 

R -8 日日 TX と本機を接続している場合： 

一 『 PCM 』 に設定してください。 

R -8 日已 TX 、 ED -2 日日と本機を接続している場含: 
- 『ビットスト1」ーム』に設定してください。アナ 
□グ録音など2チャンネル出力を使ラとさは 
『 PCM 』 に設定してください。 

警告 

ドルビーデジタル / DTS デコーダーび 備わってい 
ないデジタルアンプとデジタル接続している場合 
は、『音声出力』を『ビットスト I 」ーム』に設定しな 
いでください。大音量び出て聴覚やスピーカーを 
損傷する恐れびあります。 （*^1 目ページ） 

キャプション 

この機能を『オン』にしておけば、ちの不自由な方 
のために効果音など場面の状況を解説する字幕 
び記録されている DVD ビデオを再生すると、自動 
的に解説字幕ち表示されます。 

-オン 

解説字幕を自動的に表示します。 

-オフ 

この機能を停止します。 

SCR セーバー 

この機能を『オン』にしておけば、本機を一定時間 
处上停止状態にしたとさに、画面焼き付き防止の 
ためにスク U —ンセーノ く一びはたらさます。 

-オン 

スク U —ンセーバーび働さます。 

-オフ 

スク U —ンセーノ く一は働さません。 
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スピーカー 設定 ページ -• 


ダウン S ツクス 

LT/RT 

をンター 

ステレオ 

リア 

3 D VIRTUAL 

サプウーファー 

オフ 

センターディレイ 


U アディレイ 

テストトーン 


ロインべージ1 

ピーカー 設定 


ダウン三ックス 

マルチチャンネル音声を2チャンネルにダウン 
S ックスして再生ずるときのダウンミックスの種 
類を設定します。 

• LT/RT 

2チャンネル入力しか対応していなし、ドルビー 

プ□□ジック対応の AV アンプでサラウンド機 

能を使用するときに選びます。 己.1チヤンネル 
の信号をドルビー社の規格に基づさ、ダウン 
ミックス処理して2チャンネルの信号として出 
力します。その2チャンネル信号をドルビーヴ 
ラウンドデコーダーに入力すると、4チャンネ 
ル（フ□ント3チヤンネル、 U ア]チヤンネル） 
で再生することびでさます。 

-ステレオ 

2チャンネルアンプ使用時やテレビの音声入 
力を使って音声をステレオで楽しむとさに選 
びます。マルチチャンネル音声をステレオに 
ダウンミックス処理して出力します。 

- 3D VIRTUAL 

2チャンネルアンプ使用時やテレビの音声入 
力を使って音声を 3 D バーチャルで楽しむと 
さに選びまず。マルチチャンネル音声を 3 D 
V 旧 TUAL にダウンミックス処理して出力し 
まず。 

-オフ 

マルチチャンネル入力対応の AV アンプでフ 
□ント スピーカーじ (がに スピーカーを 接続し 
ているとさに選びます。ダウン S ックス処理し 
ません。 


お知5せ 

3□バーチャルを楽しむとさは『音声出力』を 
『ビットストリーム』にしてください。 

センター 

-オン 

センタースピーカーを接続しているとさに選 
びます。 

-オフ 

センタースピーカーを接続していないとさに 
選びます。 


U ァ 

-オン 

U アスピーカーを接続しているとさに選びます。 

-オフ 

IJ アスピーカーを接続していないとさに選びます。 

サブウーファー 

-オン 

サブウーファーを接続しているときに選びます。 

-オフ 

サブウーファーを接続していなし'!ときに選びます。 

お知5せ 

-ダウンミックスを LT / RT 、 ステレオまたは 3 D 
V 旧 TUAU こ設定しているとをはセンター J 」 
ア、サブウーファーは自動的に『オフ』に設定 
されます。 

-『音声出力』を 『 PCM 』 にしているとさは2 
チャンネル出力になるので、ダウン S ックスを 
オフにしてちセンター、 U アおよびサブウー 
ファーの設定はでさません。 



設定メニューを確認/変更ずる 

["スピーカー設定 


蜡喷喷資峨 ス 
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センターディレイ 


テスト!-ーン 


-オフ 

• 1 MS か5已 MS 


リアディレイ 

-オフ 

• 3 MS か51己 MS 


本磯か5それぞれのアナ□グ音声出力にテスト 
I -ーンを出力しまず。詳しくは22ページをご覧く 
ださい。 

-オン 
-オフ 


ディレイ（遅延時間）について 

己.1チヤンネルサラウンドをお楽しみになるとさ 
は、視聴位置は、すべてのスピーカーとの距離び 
等しいことび理想とされます。センター/リアス 
ピーカーにディレイを設定することによって、仮想 
的に理想の視聴位置を作り出すことびでをます。 
(センター / U アスピーカーを図の点線の位置に 
配置したように設定できます。） 



センターディレイ 

オフ: DC と Df び等しいとき。 

1 ms ： ( A ) び約 34 cm のとき 
2 ms ： ( A ) び約目 8 cm のとき 
3 ms ： ( A ) び約]日 2 cm のとき 
設定値は、 （ A ) を34で割って算出します。 

リアディレイ 

オフ:□「と Df び等しいとき。 

3 ms : 旧）び約]日 2 cm のとき 
目 ms : 旧）び約2日 4 cm のとき 
9 ms : 旧）び約3日目 cm のとき 
設定値は、旧）を34で割って算出します。 































設定メニューを確認/変更する 


〔ドルビーデジタル設定 

-■ ドルビーデジタル設定 

¢0 

ドルビーデジタル設定 


デュアルモノ 

ステレオ 

レンジ圧縮 

L モノラル 


R モノラル 

メインぺージ1 

L + R モノラル 


デュアルモノ 

デュアルモノのフォーマットで記録されたドルビー 
デジタル音声の出力を設定します。 

-ステレオ 

左ちチヤンネルをステレオで出力します。 

- L モノラル 

左チヤンネルをモノラルで出力します。 

- R モノラル 

ちチヤンネルをモノラルで出力します。 

• L + R モノラル 

左ちチヤンネルを S ツクスしてモノラルで出 
力します。 


レンジ圧縮 

ダイナミックレンジをルさくし、全体の音量を上げ 
ずに小さな音わ聞こえるように調整しまず。 

-オフ 

レンジ圧縮しません。 

• 1/8〜フル 

レンジ圧縮します巧段階）。 

お知5せ 

-本機能はドルビーデジタル音声で記録された 
ディスクにのみはた!5さます。 

-レンジ圧縮による効果はディスクによって差 
びあ0ます。 


〔ドルビ-サラウンド設定 

-- ドルビーサラウンド設定 


1オン/オフ1 

オフ 


オン 

1メインぺージ1 

自動 


ドルビーヴラウンド設定 


オン/オフ 

2チヤンネルソースをマルチチヤンネルで出力す 
るとさに、ドルビーサラウンド処理をして出力する 
か、処理をせずに出力するかを設定します。 

-オフ 

ドルビーサラウンド処理をしません。通常は 
『オフ』にしておさまず。 

-オン 

ドルビーサラウンド処理をします。 

•自動 

ドルビーサラウンドエンコードされた信号をド 
ルビーサラウンドデコードして出力しまず。 
( CD やビデオ CD わデコード処理されまず。） 
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ネ刀期設定ページ 


置声 

英語 

字夏 

フランス語 

DISC MENU 

スペイン語 

地域 

中国語 

ネ見聴制限 

日本語 

パ スワード 

ドィツ語 

デフオルト 



ロインぺージ1 

期設定 


LPCM 出力設定 

- LPCM 4 SK 

48 kHz または9目 kHz の U ニア PCM 音声で 
記録された DVD を 48 kHz / 1目 bit に変換し、 
デジタル出力します。 

- LPCM 9白 K 

48 kHz または日日 kHz の U ニア PCM 音声を 
そのままデジタル出力します。ただし、著作権 
保護のための処理びされている DVD の場合 
には、 48 kHz または9目 kHz でデジタル出力 
されません。 

ご注意 

『 LPCM 目色 K 』 は『音声出力』び rPCMJ のとき 
に有効です。『音青出力』び『ビットスト I 」ーム』の 
時は9目 kHz の U ニア PCM 音声わ 48 kHz で出力 
されます。 
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音声 

音声言語を、 L 处下か5選びます。 

-巧語 
-フランス語 
-スペイン語 
-中国語 
-日本語 
-ドィツ語 

お知 5 せ 

言語を選んでを、ディスクによってはディスクで決 
められた初期言語で音声び出力されまず。 

字幕 

字幕言語を、1；(下か5選べます。 

-巧語 
-フランス語 
-スペイン語 
-中国語 
-日本語 
-ドイツ語 
-オフ 

字幕を表示させないとさに選びます。 

お知 5 せ 

-ディスクによっては、ディスクで決め5れた初 
期言語で字幕び表示されます。 

-ディスクによっては字幕言語をディスクメニュ 
一か!5しか変更でさないことびあ0ます。この 
場含は、 MENU を押してディスク;>^ューを表 
示させて字幕を選んでください。 



--LPCM 設定 -• 


ILPCM 出力設定1 

LPCM 48 K 


LPCM 96 K 

1メインぺージ1 


LPCM 設定 


設定メニューを確認/変更する 
〔 LPCM 設定 〕 ( 巧期設定 


圖 T 田ぉ 



























































設定メニューを確認/変更する 

〔巧期設定 


DISC MENU 

^ニュー言語を、政下から選びます。 

-英語 
-中国語 
-フランス語 
-スペイン語 
-日本語 
-ドィツ語 

お知5せ 

言語を選んでち選んだ言語びディスクに含まれて 
いないとさは、ディスクによって決められた初期言 
語でディスク^ニューび表示されます。 

地域 

DVD ビデオの視聴制限レベルを香国にあったを 
のに設定します。政下か5選びます。 

. 中国 
-フランス 
-ホンコン 
• 曰本 
-タイワン 
• 英国 
-アメリカ 


視聴制限 

視聴制限に対応した DVD ビデオには、あ5かじめ 
視聴制限レベルび設定されています。視聴制限レ 
ベルの内容、および制限方法はディスクによって 
異なります。 

例えば、ディスク全体び再生できないようになって 
いたり、過激な曇カシーンをカットしたり、また、そ 
のようなシーンを別のシーンに自動的に差し誓え 
て再生した0するなどの制限ち法びあ0ます。 

-レベル1 

テ供向けの DVD ビデオのみを再生したいと 
きに選びます。（成人向けと一般向けの DVD 
ビデオの再生を禁止します。） 

• レベル 2〜7 

一般向けとテ供向けの DVD ビデオのみを再 
生したいとさに選びます。（成人向け DVD ビ 
デオの再生を禁止します。） 

-レベル扫 

すべての DVD ビデオ（成人向け/一般向け 
/子供向け）を再生したいとをに選びます。 

-制限なし 

視聴制限は働をません。 

- 「視聴制限の設定を変えるには」の 
手順に進んでください。 

選んだ規制レベルよ0上のレベルのディスクは再 
生できなくなりまず。例えば、レベル7を設定する 
と、レベル別ま□ックされ、再生できなくなります。 

視聴制限の設定を変えるには 

視聴制限レベルを選び、 ENTER を押した後、数字 
ボタンを押して4巧のパスワードを入力し、 
ENTER を押す 

お知5せ 

DVD ビデオによっては、視聴制限に対応している 
かどラかの区別びつさにくいちのびあ0ます。必 
ず、設定した視聴制限の機能びはた5 くことを確 
認してからご使用ください。 
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設定メニューを確認/変更ずる 


パスワード 

パスワードを変更するには 

番号ボタンで前に設定した4巧のパスワードを入 
力し、次に新しし V くスワードを入力し、再度新しい 
ノ くスワードを入力し、 ENTER ボタンを巧す 
前に設定したパスワードを忘れたとさは、数字ボ 
タンで 『33 日8』を入力してください。 

お知5せ 

• 本 機のノ ワードの初期設定は 『日日日日』 です。 

• パスワードは忘れないよラにしてください。 

• 正しいパスワードを入力しない限り設定内容 
を変更できません。 


I デフオルト 

ノ くスワード]苗外の設定を出荷時の状態に戻しま 
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故障？と思った! 5 


本磯が正常に動作しないとさは、この表を参考にしてお調べください。これらの処理をしてわ直らないとさ、 
これがの症状のときは、電源コードをコンセントか5抜いて「お名前」「おところ」「電話番号」「製品名 
( DV - S 2 日己 TX )」 「故障状況」をできるだけ詳しくお買い上げいただいたお店、または当社サービスステー 
シヨンまでご連絡ください。 


症状 

原因 

対応の仕方 

電源び入らない。 

電源プラグの差し込みび不完全に 
なっている。 

霞原プラグをコンセントにしっかりと差し込 
んで < ださい。 


本磯巧蔵のコンピューターび、が部 
からのノイズに影響を受けた。 

一度電源を切ってから、電源を入れ直してく 
ださい。それでも回復しない場含は、電源コ 
-ドを一度抜し、てから、再度]ンセントに接 
続してください。 


本機巧部のヒューズび飛んだ。 

オンキヨーサービスステーションにご連絡く 
ださい。 

ディスクの再生びでさな 
い。 

ディスクび入っていない。 

ディスクを入れる。（入れたディスクによって、 
本体の表示直即こ rOVD』 または 『VCD』、 

ITCD』 の表示びでます。確認してください。 


DVD の U - ジョン番号び本機に 
合っていない。 

本機では、 U- ジョン番号に」または 
「ALU のディスクを再生してください。 


再生でさないディスクを入れた。 

本機で再生でをるディスクを入れてください。 


ディスクの裏表び逆になっている。 

再生面を下にしてディスクトレイに置いてく 
ださい。 


ディスクびディスクトレイのガイド 
内に収まってし、ない。 

正しいガイドの内側に置いてください。 


ディスクびミちれている。 

ディスクを取り出して、手入れして<ださい。 


パレンタルロックびはたらいてい 
る。 

視聴制限レベルを変えてください(•^49ペー 
ジ)。 

再生画憬び時々乱れる。 

早送り、早戻しをしている。 

早送り、早戻しをすると画债び多少乱れるこ 
とびありまず。これは本機の故障ではありま 
せん。 

再生画憬の明るさび一定 
しない。または、再生画 
像にノイズび入る。 

コピープ□テクト(コピー防止機旨封 
びはたらいている。 

本機を直接テレビに接続してください。本機 
をカセットビデオデッキ経由で接続しないで 
ください。 

本機で再生した映债びテ 
レビ画面にあらわれない。 

テレビび本機を接続した入力に設定 
されていない。 

テレビの入力を、本機を接続した入力端子に 
対応した入力に切り換えて<ださい。 


接続に問題びある。 

接続を点おして < ださい。 

ディスクの再生 J 頃序で再 
生されない。 

U ピート再生、Xモ1」一再生、ラン 
ダム再生などび i 受定されている。 

特別な再生モードを解除してください。 

再生しているディスクの 
音声び出ない。 

『音帛出力』と音源の音声方式び 
合っていない。 

現在の『音声出力』を確認して、正しい設定 
にしてください (-^44 ページ)。 


テレビび本機を接続した入力に設定 
されていない。 

テレビの入力を、本機を接続した入力端子に 
対応した入力に切り換えて<ださい。 


接続に問題びある。 

接続を点おして < ださい。 

ヘッドホンで聞くと、ある 
し似録音したときにボーカ 
ルの音声び聞こえない、ま 
たはレベルび低い。 

『音声出力』び『ビットストリーム』 
になっている。 

『音声出力』を 『PCM』 にしてください知44 
ぺージ)。 



故障？と思った5 

■ ■ 




症が 原因 

対応の仕方 

U モコンのボタンち、本体電源の電圧の変動や、静電気などに 
のボタンちはたらかない。 よって動作びおかし < なった。 

電源コードを一度抜いてから、再度コンセン 
卜に接続してください。または、本体の表示 
部に 「RESET」 と表示されるまで本機の■ボ 
タン对甲しつづけてください。（約1□秒） 

本体のボタンははたらくび、1」モコンに乾電池び入っていないか、 

1」モコンのボタンびはた 電池び切れている。 

新しし常電池をリモ]ンに入れてください。 

b かない。 

」モコンの先び本体の受光部に向け 
日れていない。 

1」モコンの先を本体の受光部に向けて操作し 
て < ださい。 


」モコンび本体から遠すざる。 

リモコンは、本体から已 m じ(内のところで操 
作してください。 


ご注意 製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害 ( CD レンタル料菊については 

保話致しかねます。大事な録音をずるときには、あ5かじめ正しく録音できることを確認の上、 
録音いたださますよラお願いいたします。 


本纖まマイク□コンピユーターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれに外部からの雑音や妨害 
ノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのようなときは、電源プラグを抜いて 
約己秒後に改めて電源プラグを入れてください。 






■一般仕様 
電源 

消費電力 
質量 

がお寸法 
■本体部 

信号方式 日米標準 NTSC カラーテレビジョン方式/ PAL 方式 

使用 レーザー 半導体レーヴー波長日己 Onm / 780 nm 

音声周旋数特性（デジタル音声） DVD U ニア音声： 48 kHz ヴンプ U ング 4 Hz 〜 22 kHz 

96 kHz ヴンプ U ング 4 Hz 〜 44 kHz 
CD 才-ディォ： 4 Hz 〜 20 kHz 
信号巧雑音比 （SN 比）（デジタル音声） 100犯!;(上 
ダイナミックレンジ（デジタル音芦） 9日 dB 技上 
全高調渡ひずみ率（デジタル音声） 0.01%!；(下 

ワウ.フラッタ 測定限界[±日.0日1〇/〇 ( W . PEAK ) 政下] 

使用を件 温度：己む〜3日む、動作 姿勢： 水平 

■端子部 

映像出力 l.OV ( P - P )、 7已^2、同期負、ピンジャック X ] 

S 映像出力 ( Y )1.0 V ( P - P )、 7 已 a 同期負、ミニ DIN 4 ピン X ] 

( C ) 0.28日 V ( P - P )、 7己 n 

D 1 映像出力 ( Y ) l.OV ( P - P )、 に B ) / にの 0.7 V ( P - P )、 7 己 化 

D 端テ X ] 

音声出力（光デジタル音声） 一22.日 d 目 m X 2 

音声出力 （2 チャンネル） 2.0 V ( rms )、470 a ピンジャック x 2 

音声出力（己.1チャンネルサラウンド） 2.0 V ( rms )、470 a ピンジャック x 日 

性能および外観は、性能向上のため予告なしに変更することがあります。 


AC 100 V 、 已 0/60 HZ 
18 W 
2.ち k 旨 

20 曰（幅） X 日](高さ ）X 334 (奥行き） mm 
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オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買い巧めの販売店へご依頼くださ 
し、。万一お困りの場合には、下記の窓□へご相談くださるようお願いいたします。 


お客様 
ご相談窓 □ 

カスタマーセンター 受付日:30〜17:30 (±曰祝、弊社休日除く） 

■カタ□グのご請求、製品についてのご相談 

* e-mail :ホームシアタ ー/ 才ーディオ製品- ►customer@onkyo.cci.jp 
マルチメディア製品 -►mmcadmin@onkyo.co.jp 

*TEL :ナビダイヤル□已 70-01-8]] 1(全国どこからでも市内料金で通話いただけます） 

または072 -83]-8]] 1(携帯電言舌、 PHS から)へどラそ'。 

东 FAX : 072 -83]-8 124 〒已 72-8 已40大阪府寝屋リ1市曰新田： [2-1 



オンキヨー製品情報、ユーザー登録ホームぺージへ一 http :// www . onkyo . co.jp 


快適な才ーデイオライフをお手伝い。ネットショップへ一 http :// www . e - onkyo.com 


ぃ电巧 修理のご依頼は取扱説明書の「故障？と思ったら」の項目をご確認のうえご依頼ください。転居され 

1'^ U たり、贈物でいただいたちのの故障でお困りの場合は、下記へご相談ください。 

パソコン用スピーカー LU 外のマルチメディア製品は、 I 

マ J レチメディアサポートセンター TEL072-831 -730 己 FAX.072-831-8124 

_己ア 2-8 已4。大阪府寝屋川巿日新町 3-1 _ 

ホームシアター/オーディオ製品とパソコン巧スピーカーは、 



札幌サービスステーション 
仙台サービスステーション 
宇都宮サービスステーション 
大宮サービスステーション 
東京サービスセンター 
；V王テサービスステーション 
横浜サービスステーション 
名古屋サービスステーション 
大販サービスセンター 
に島サービスステーション 
高松サービスステーション 
福岡サービスステーション 


TEL01 1 -747-6612 FAX 011 -747-6619 

干00]-0028札幌巿化区：!ヒ28条西日- 1-28 I — シン：!ヒ28条ビル 

TEL 022 -297-0 己7 ] FAX 022-2 己 7-7330 

干 984-00 曰]仙台巿若林区新寺4-日-己第二丸昌ビル 1F 

TEL 028-巨 34-4307 FAX 028 -634-4308 

干 320-0831 栃木県宇都宮市新町 2-7-7 

TEL 048-巨已 ]-86 ] 2 FAX 048 -6 已 ]-9 137 

干330 -0034 埼玉県さいたま市±呂町 3-39-2 高安ビル1 F 

TEL 03-3861-8121 FAX 03-38 巨 1-8124 

干]] 1- 日0己4東京都台東区鳥越 1-3-3 八マスエビル 

TEL 0426 -32-8030 FAX 042已 -3 巨-93 ] 2 

干]日 2-0 日14東京都 y V王子巿片倉町3已8番地 

TEL 04己- 322-9342 FAX 04已 -3 ] 2-已603 

干220 -0072 横お市西区浅間町 1-1 3共なビル巳 F 

TEL 〇已 2-772- 1229 FAX 〇已 2-772-1 331 

干46己-0013名古屋巿名東区社 CM T 目] 001番 

TEL 06-6 已7已-7巨20 FAX 06-6 己7巨-7已04 

干己已 2-00 13大販巿港区福崎目1番地4日号 

TEL 082 -2 巨 2-33 ] 已 FAX 082 -2 巨2-已已7 ] 

干 732-00 曰7広島市東区二葉の里 2-8-28 

TEL 087 -8 巨8-已662 FAX 087-868-5672 

干7巨 0-0079 高松市松縄田: [44-8 西原ビ J レ] F 

TEL 092-418-1 357 FAX 092-418-1 358 

干 8] 2-0006 福岡市博多区上牟田 3-8- 19みなみビル202 


2001年6月現在お客様相談窓□、修理窓□の名称、住所、電話番号は変更になることびございますのでご了承ください。 
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I 修理について 

■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取0 ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰よ0 ] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意がな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よくお読みいたださ、 
お調べください。本機し分外の原因ち考え5れま 
す。ご使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調 
ベください。それでもなお異常のあるときは、た 
だちに電源プラグを抜いてか5、修理を依頼して 
<ださい。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常げ生じたときは商品と保証書を 
ご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店または、 
当社サービスステーションにご依頼ください。 
詳細は保証書をご覧ください。 


■修理を依頼されるときは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 
( DV - S 2 日已 TX )」 「故障または異常の内容」をで 
きるだけ詳しく、お買い上げ店または当社ヴービ 
スステーションまでご連絡ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店または当社サービスステーションに 
ご相談ください。修理によって機能び維持できる 
場合はお客様のご要望によ0有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品を製造打ち切り後 
最低8年間保有しています。この期間は経済産業 
省の指導によるちのです。性能部品とはその製品 
の機能を維持するために必要な部品です。保有期 
間経過後でわ、故障箇所によっては修理巧能の場 
合びありますので、お買い上げおまたは当社ヴービ 
スステーションにご相詰 K ださい。 


ご購入された時にご記入ください。 

サービスを依頼されるときなどに、お倒こ立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名 ： 

Tel . : ( ) 

方モ： 
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ONKYO. 

械巧を紅 

本社/大販府寝屋リI市日新町 2- 1〒日 72-8 已40 

製品の故障や修理についてのお問い含わせ先： 

お買し'!上げの販売店もしくはオンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内記載の最寄りのサービスステーシヨンへお申 
し出 < ださい。 

♦ 東京サービスセンター巧03 (38 巨 1)8121 ♦ 大販ヴービスセンター巧06 (巨己 76) 7620 



http://www.onkyo.co.jp/ 
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